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原著論文

種子発芽特性からみたナガミヒナゲシの日本の生育地

吉田光司*・金津弓子*鈴木貢次郎*ネ・根本正之吋

要 約.ナガミヒナゲシが国内で急、速に帰化してい

る原田を，実験によって求めた種子発芽特性から考察

した。野外の播種実験の結果， 6月の種子散布後，

散布当年の秋季と翌春に多くの出芽をみた。次に室

内で，異なる温度と水分条件に貯蔵した種子を定期

的に取り出す発芽試験を行ったO その結果，①種子

を湿潤・暖温条件に 2~3 ヶ月間貯蔵してから 5
0

C で

発芽させた場合，② j皇i開・暖温条件に 3ヶ月間貯蔵

した後に湿潤・冷温条件に半月~1 ヶ月間貯蔵してか

ら1O~200C で発芽させた場合，③ 30
0

CI1 0
0

C の変

温条件で発芽させた場合に高い発芽率を示した。こ

れらの野外と室内の発芽実験の結果から，自然環境

条件で、は夏季の暖温湿潤条件を経て地温が低くなる

秋季と，冬季の冷温を経て地温が上昇する春季に多

く発芽することが確かめられた。また，高温や室温の

乾燥条件に約 3年間貯蔵した種子や，日音条件ではほ

とんと号発芽しなかったことから， 土中では埋土穂子と

なって長期間残ることが予測された。試験から得られ

たナガミヒナゲシの発芽条件から国内の分布を説明で

きた。また， 同種が多く分布している国内外の地域の

年平均気温と年間降水量は一致した。

キーワード:ナガミヒナゲシ，発芽，帰化植物，温

度，埋土種子

緒 Eコ

ナガミヒナゲシ (Papaver dubium L.) は， 士也仁村毎:

沿岸に自生するケシ科 (Papaveraceae) ケシ属 (Pa-

paver)の一年生または越年生植物であるl九日本で

は 1961年に東京都世田谷症で初めて記録された針。

近年，各地の路傍や市街地の公園，空地で急激に

増えている。多量の種子を一度に結実・散布すること
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から比較的容易に生育地を拡大してきたと考えられる。

繁殖には種子数の他に種子発芽特性が関っている

が， 日本に帰化したナガミヒナゲシ種子の発芽特性に

ついては不明な点が多い。これまで欧州北部に生育

する個体は，種子の散布時には距が未発達であり発

芽しないことll) 種子散布後， 12時間ずつの 30
0
C/20

0
C

または 25
0
CI15

0
Cの変温によって発芽率が高くなるこ

と9) 自然環境条件下で散布した後. 5年を経た種子

でも発芽が可能である凶ことが分かっている。日本で

のナガミヒナゲシは晩春に結実・散布するが， はっきり

した四季があり，散布後に高温となる夏季を経る臼本

の気候が，ナガミヒナゲシ種子の発芽にどのように影

響するのかはよく分かっていなしミ。

本稿では，この季節変化に適応したナガミヒナゲシ

の種子発芽特性を明らかにするとともに，その知見をも

とに日本で急速に生育地を拡大した理由を推測した。

材料および方法

1. 1:共試材料

東京都t!t田谷区内にある東京農業大学校内の路

傍に生育していた複数の個体から 2005年 6月23日

と2007年 6月3日に種子を採取した(以下， 2005 

年産種子および 2007年産種子と記載)。採種時の

種子は，務巣に軽く手を触れるとこぼれ落ちる状態で

あった。

2. 試験方法

初めに，自然環境では一定期部の温度が発芽に

影響していることを予測し野外において出芽時期と

地温の関係を調べた。次に，室内の発芽試験によっ

て，発芽に及ぼすj昆度の影響を課べた。さらに，異

なる水分と光条件で貯蔵した種子を発芽させ，種子

寿命や発芽に及ぼす光条件について明らかにした。

1) 野外での出芽の観察

深さ 15cm (上縁から 15cm)に園芸用の赤玉土

を充填した1I2，000aワグネルポットの土壌表面に，

2007年産種子を採取直後の伺年 6月22日に播種し

た。覆土は行わなかった。ワグネルポットは採種した東

京農業大学校内の路傍に置き韮水は行わなかっ
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た。子葉が展開して地表面に現れた出芽数を毎週数

え，測定後ピンセットで、抜き取ったO 実験中は， 自記

温度記録計(株式会社ティアンドディ社製おんどとり

TRヴ2U) により地表面から 1cmの深さの温度を1時

間間隔で測定した。試験は 2反援で、行った。

2) 貯蔵時の温度と水分が種子の発芽に及ぼす影

響

自然環境で種子がさらされる条件を想定し，異なる

混度と水分条件で貯蔵した種子を用いて 2つの発芽

試験を行った。いずれの試験においてもシャーレに 2

枚のろ紙を敷き， 1シャーレ当たり種子 50粒を置床し

発芽させた。試験は 3反復で、行ったO

① 異なる溢度と水分条件で貯蔵した種子の恒温で

の発芽

シリカゲルを約 100g入れたポリエチレン袋lこ種子を

封入したものを乾燥条件としこの袋を夏季に約 60
0

C

に達する犀外のコンクリート面の上に寵いて貯蔵したも

のを乾燥・高温貯蔵，約 20
0

Cの室内に置いたものを

乾燥・室溢貯蔵， 5
0

Cの冷温に置いたものを乾燥・冷

温計蔵とした。一方，水道水で湿らしたろ紙2枚をガ

ラスシャーレに敷き，この上に種子を置床したものを湿

潤条件としこれを 5
0

Cの冷温に置いたものを湿潤・

冷温貯蔵， 25
0

Cに量いたものを湿潤・暖温貯蔵とし

た。乾燥条件での貯蔵にはすべて 2005年産種子を

供試した。 湿潤・冷読貯蔵には 2005年産種子を供

試し湿潤・暖温貯蔵には 2007年産種子のみを供

試した(第 l表)。いずれの条件で貯蔵した穂子も貯

蔵期間内に発芽することはなかった。

乾燥・高温(夏季に 60
0

C)，乾燥・室温(約 20
0

C)， 

乾燥・冷温 (5
0

C)および、湿潤・冷温 (5
0

C)で貯蔵

した 2005年産種子乞貯蔵後 lヶ月， 8ヶ月，

第1表 ナガミヒナゲシ種子の貯蔵条件

温度¥水分 乾燥条件 湿潤条件

高温 (60
0

C) O 
(2005) 

暖i鼠 (25
0

C) O 
(2007) 

室温 (20
0

C) O 
(2005) 

i令j昆 (5
0

C) O O 
(2005) (2005) 

乾燥条件はで、シ1)カゲ、jレを入れたホ。リエチレン袋に稜子を
封入して，湿潤条件では水道水で湿らせた2枚のろ紙を
敷し、たシャーレに霞床して貯蔵。
0は発芽試験用に供試したことを示し， ( )中の数値は
採種した年を示す。

14，5ヶ月， 20，5ヶ月および、26，5ヶ月後に取り出し， 5， 

10， 15および、20
0

Cで発芽させ発芽数を測定した。

湿潤・媛j昆 (25
0

C) で貯蔵した 2007年産種子は，

貯蔵 3ヶ月後の同年 10月7日に種子を取り出し 5，

10， 15および、20
0

Cで，明条件で 11週間発芽させ

発芽数を測定した。

② 変j量が発芽に及ぼす影響

採種産後の 2007年産種子と乾燥・室温条件に約

2年間貯蔵した 2005年産穂子を， 2007年 6月22日

に取り出し，シャーレで発芽させ， 1年間にわたり発芽

数を観察した。野外での最高地温と最低地温を考慮

し温度と光条件は 12時間ずつの 30
0

C'明条

件/WC'培条件とした。

3) 埋土種子形成に関わる長期間の乾燥貯蔵と光

条件が発芽に及ぼす影響

乾燥条件に長期間貯蔵した不発芽種子の発芽能

力の有無について調査した。また，小粒の埋土撞子

では発芽可能な土中深度を感知するのに感光性が重

要な要因になる6)ため，光条件が発芽に及ぼす影響

についても調査した。

① 乾燥貯蔵が発芽に及ぼす影響

採種後に乾燥・室温 (20
0

C)条件に 2年 7ヶ月間

貯蔵した 2005年産種子と 8ヶ月間貯蔵した 2007年

産種子を供試した。これらの種子を湿潤・暖湛 (25
0

C)

条件に 0，5月， 1ヶ月， 1.5ヶ月， 2ヶ月， 2，5ヶ月およ

び3ヶ月間貯蔵した後， 5
0

Cで8週間発芽させ発芽

数を数え，乾燥貯蔵した種子が発芽力を有しているか

どうかを確認するとともに，発芽率が高まるのに必要な

湿潤・暖温条件にさらされる期間について4食言すした。
また，湿潤・暖温 (25

0

C)条件で3ヶ月間貯蔵したも

のを湿潤・冷温 (5
0

C)条件に移し， 0.5ヶ月および 1ヶ

月間貯蔵した後， 10， 15， 20
0

Cの明条件で7遁開

発芽させ，暖温から冷温に移して貯蔵したときの発芽

促進効果を検討した。

② 光条件が発芽に及ぼす影響

前述 3)①の試験と同様の採種後に乾燥・室温

(20
0

C)条件に 2年 7ヶ月間貯蔵した 2005年産種子

を供試した。明条件として光を透過するガラスシャーレ

を暗条件として光を遮断するステンレスシャーレを用

いて発芽試験を行った。これらの種子色湿i関・暖

温条件で 1，2，および、3ヶ月間貯蔵した後，水道水

で十分に湿らせたろ紙を 2枚敷いた直径 9cmのガラ

スシャーレまたはステンレスシャーレに 1シャーレあたり

50粒の種子を置床し明条件と精条件が 12時間ず
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および最低地温は，それぞれ， 2 1.2~2 1.40C および

1O.3~ 14.8
0
Cの範囲であった。出芽が見られなかった

2007 年日月 10 日~2008 年 2 月 21 日では，日最高

地温の平均値は 13.2
0
C，日最低地温の平均値は

2.3
0
Cで、あった。 2期日 (2008年 2月22日~伺年 4

月4日)の最高地溢および最低地温は，それぞ、れ，

15.0~20.00C および一0.7~4.rc の範聞で、あった。

以上から，ナガミヒナゲシは，晩春 (6月下旬)に

種子が散布され，秋季(10月中旬から 11月中旬)

と翌年の春季 (2月下旬から 4月上旬)の 2期に出

芽する。秋季の出芽では，出芽期間の地温は約 10

~2rc に推移しヲ夏季の暖温(約 21~330C) を経

る。春季の出芽では，出芽期間の地温は約 20~- rc 

で，それまで冬季の冷温(約 13~20C) を経ると推

察できる。

2. 貯蔵時の温度と水分が種子の発芽に及ぼす影

響

① 異なる温度と水分条件で常蔵した種子の発芽

2005年産種子では，乾燥・冷温貯蔵種子および

湿i悶・冷温貯蔵種子は， 5， 10， 15および20
0
Cの

いず、れの恒温下で、もほとんど発芽しなかった。また，

乾燥・高説貯蔵種子および乾燥・室温貯蔵種子にお

いても， 5， 15および、20
0
Cで、はほとんと守発芽しなかっ

たが， lO
o

Cでのみ若干の発芽が認められた(第 2

図)。

吉田ら・種子発芽特↑生からみたナガミヒナゲシの日本の生育地

果

1. 聖子外での出芽の観察

採種地である東京都世田谷亙の野外に採種直後

(2007年 6月22日)の種子を播種したとき， 同年 10

月日日(播種4ヶ月後)に数個体の出芽を見た(第

l函)。向年 11月9日(播種約 5ヶ月後)に 146個

体(15%) および、244個体 (24%) の出芽が見ら

れ，それ以降は年内の出芽は見られなかった。翌春

の 2008年 2丹22日(擦種 8ヶ月後)から再び多くの

出芽が見られ， 同年 4月4日(播種 10ヶ丹後)には

432個体 (43%) および453個体 (45%) の出芽を

観察した。その後は，出芽が見られなかった。播種し

てから発芽までの期間中 (6 月下旬~10 月中旬)の

地温は，日最高地温の平均値が 33.3
0
C，日最低地

温の平均値が21.4
0
Cであり， 8月には 46

0
Cに達して

いることもあった。出芽が多く見られた l期日 (2007

年 10 月 15 日 ~11 月 9 日)の地下 1 cmの最高地温

つの光条件下で， 5
0

Cで発芽させ発芽数を数えた。

光源は 20μmo1/m/8の光量子量の蛍光灯とした。発

芽床が乾かないように週 l囲，約 2m1の水道水を各

シャーレに給水した。稜子の置床後，数ヶ月(最長

5ヶ月)にわたり全シャーレで発芽が認められないとき

発芽が終了したと判断し発芽数の測定を中止した。

試験は 3反復で行った。
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第2図 乾燥条件で貯蔵したナガミヒナゲシ種子の発芽
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② 変温が発芽に及lます影響

乾燥・室温条件に 2年間貯蔵した 2005年産種子

を12時間ずつの 30'CI10'Cの変温で発芽させたとき，

2週後に発芽を開始し.3ヶ月後には 35%となった(第

4図)。その後，発芽率は徐々に上昇し l年後には

71%になったO 採種直後の 2007年産の種子を変混

条件で向様に発芽させたとき， 2ヶ丹後に発芽を開始

し， 3ヶ月後には 15%になった。その後，発芽率は

徐々に上昇し l年後には約 55%となった(第 4図)。

このように，乾燥条件で 26.5ヶ月間貯蔵した稜子は

貯蔵期間のいずれの時期に取り出しても十分な発芽は

得られなかった。湿潤・暖温条件で3ヶ月間貯蔵した

ものは 5'CとWcで高い発芽率が得られた。また，

変j鼠は発芽を促進することが確認された。

3. t里土種子形成に関する長期詞の乾燥貯蔵と光

条件が発芽に及ぼす影響

① 乾燥貯蔵が発芽に及ぼす影響

乾燥・室温条件で 2年 7ヶ月間貯蔵した 2005年

産の不発芽種子は，湿潤・暖温条件に移動して 0.5

~3 ヶ月間貯蔵した後， 5'Cで発芽させたとき，湿潤-

H妥温条件に貯蔵する期間が長くなるほど発芽率が高く

なった(第 5図)02ヶ月， 2.5ヶ月および、3ヶ月間貯

雑草研究 Vol.54 (2009) 
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2.5ヶ月(聞)， 3ヶ月(・)間貯蔵した後，明条件で5'Cで
発芽させた。
置床 8週後の発芽率では，異なるアルファベ外問に 1%水準

で有意差あり (Tukeyi去)。

b 

8 7 2 

O 

置床期間(月)

第4図 ナガミヒナゲシ種子の発芽に及ぼす変ilill.の影響
乾燥・室温条件に約 2年間貯蔵した 2005年産種子(・)
および採取直後の 2007年産種子 (0)を12時間ずつの
30'C・明条件 110'C.暗条件で発芽させた。

第 5図

2007年度種子を湿潤・暖温条件で 3ヶ月貯蔵した

種子は， 15'Cおよび 20'Cではほとんとさ発芽しなかっ

たが，置床後 11週後では， 5'CおよびlO'Cで，そ

れぞ、れ， 61%および 35%の高い発芽率を示した(第

3図)。
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第 7図 光条件がナガミヒナゲシ種子の発芽に及ぼす影響
2年7ヶ月乾燥-室温条件で貯蔵した種子を，湿潤-暖温条
件に移し， 1(ム，.A.)， 2(口， .)，および3ヶ月 (0，・)
時貯蔵し，SOcの明条件(明期/暗期 12hr./12 hr.)および

精条件で発芽させた。
置床 8週後の発芽率では，異なるアルファベット関に 1%水準
で有意差あり (Tukey法)。
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乾燥条件貯蔵後に湿潤・暖温条件に移動・貯蔵し
たナガミヒナゲシ穂子の発芽に及ぼす湿潤・冷j鼠の
影響

2年 7ヶ月乾燥震源条件で貯蔵した稜子を，湿潤媛混条
件に移し 3ヶ月貯蔵した後，湿潤・冷温条件に 0ヶ月， 0.5ヶ
月(実線:ー)および lヶ月(点線 --)間資床した後， 10

0

C 

(.A.)， IS
o

C (・)および20
0

C(・)で発芽させた。
湿潤・冷温条件に霞床しなかったもの(貯蔵期間 0ヶ月)は
調査期間に発芽しなかったO

7 2 

O 

第 6図

および3ヶ月間貯蔵した 2005年産種子を， 5
0

Cで発

芽させると，それぞ、れの湿潤・緩温貯蔵期間で，明

条件で 12，20および40%，B音条件で 0，5および

9%の発芽率となった(第 7図)02および3ヶ月問視

潤・暖温貯蔵した場合，明条件よりも暗条件において

発芽率が高くなり，有意差が認められた。

このように，乾燥条件で長期間貯蔵して発芽しな

かった種子を湿潤・暖j星条件に移して貯蔵すると発芽

が保進された。このとき，湿i閏・媛温条件に貯蔵する

期聞が長い方が発芽促進効果は高いことが明らかに

なったO また，発芽には明条件が好適であることが明

らカ、になった。

祭

1. 同属他種や外国に生著する個体との比較

野外における播種実験から， 6月の種子散布後，

登熟年の秋季と翌春に多くの出芽を観察した。室内

における種子発芽試験から，ナガミヒナゲシ (Pdubi-

um) は，①湿潤・暖温 (25
0

C) 条件に 2~3 ヶ月間

常蔵した後，冷温 (5
0

C) に置いた場合や，②湿

潤・暖j晶 (25
0

C) 条件に 3ヶ月間常蔵した後，湿

潤・冷温 (5
0

C) 条件に半月~l ヶ月間貯蔵した場

合，③日内で 12時間ずつの 30
0

CllO
O

Cの変温で発

考

蔵した種子の湿潤・冷温条件に置床 8週後の発芽率

は，半月および、 1ヶ月間貯蔵したものに比較して有意

に高かった。

一方，乾燥・室温条件で貯蔵した上記の種子を

3ヶ月間湿潤・緩温条件に貯蔵した後， 10， 15およ

び 20
0

Cに霞床しでも発芽は認められなかった(第 6

国)。しかし，この湿潤・暖祖条件で貯蔵した種子を

湿潤・冷混条件に移し 0.5ヶ月間および 1ヶ月間貯蔵

し， 同様に発芽させたとき， 0，5ヶ月間貯蔵したものの

7週間後の発芽率は，約 75%となった。また， 1ヶ月

間湿潤・冷温貯蔵したもので、は， 75~90% となった。

このように，湿潤・暖温条件に 3ヶ月間貯蔵した種子

は毘i関・冷温条件に 0，5ヶ月から 1ヶ月間貯蔵する

と湿i関・冷温条件に貯蔵しなかった場合と比較し

て， 10， 15および、20
0

Cで、の発芽率が有意に高まった

(第 6図)。

② 光条件が発芽に及ぼす影響

乾燥・室温貯蔵した後，湿潤・媛温条件に 1，2 
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，/ 

D." 

第 8図 ナガミヒナゲシの生育地と日平均気温，年降水量と
の関係

.:ナガミヒナゲシの 2007年までの生育地，日平均気j鼠が，
2S'C以上の日数の 1990:fド~2000 年の平均値，己 :2~3 ヶ月

間，関ヶ月半~2ヶ月間，聞: 1ヶ月半以下，黒塗り
音[1は年降最(l，OOO~ 1 ，800 mm)の1970年から2000年の
平均値。

芽させた場合に発芽率が高くなったO

これらの結果から，ナガミヒナゲシの種子は， 国内

の自然環境条件では， 6月上旬の種子散布後，第一

期として夏季の湿潤・暖温条件を経た後の秋季に出

芽総数の約半数が出芽し，残りは第二期として冬季の

湿潤・冷温条件を経た後の春季に出芽すること，特

に，出芽には種子散布後の湿潤・媛温条件の影響

が大きいことが明らかになったO

ケシ属 (Papaver)であるナガミヒナゲシとその近縁

種について，圏外に生育するケシ属の多く (P arge-

mone， P rhoeas， P dubium subsp. dubium， P dubium 

subsp. lecoqii等) は，本実験のナガミヒナゲシ (P

dubium)の結果と同じく秋季に多く発芽し，続いて春

季にも発芽する9，12ヘ自然環境を想定して変温条件

で長期間発芽させた試験では，P dubium subsp. du 

biumとPdubium subsp. lecoqii は30'Cl20'Cラまたは

25'CI15'Cの暖温の変温条件9)で，P argemoneは

25'C/5'Cの変温条件9)の他 5'Cの冷温で発芽率が高

くなり，P rhoeasは30'C/20'C，25'CI15'Cの変温条

件の他， 20'C/JO'C， 15'C/5'Cの冷温の変温条件でも

高い発芽率を示したという報告がある制。このように，

種によって発芽適温は異なったが，いずれの種でも共

通して暖温条件で発芽率が高まる特徴が認められてお

り，ナガミヒナゲシにおいても長期間の暖温が発芽に大

きく影響すると考えられる。

一方，我が国の分布地域より寒冷な地域ではケシ

属の季節的な発芽様式は異なっている。イギリス(北

緯 520
) では， 7~1l月の向に結実した P rhoeasとR

dubium subsp. dubium， およびPdubium subsp. leco-

qiiは，登熟年内に発芽しなかったヘスウェーデン

(北緯 58
0
) では 10月結実の P rhoeasと8月結実の

P dubium subsp. dubium， 7月と 8月結実の Pdubi-

um subsp. lecoqiiは，登熟年内に発芽しなかったに

よって，自然環境条件では，秋季に結実・散布する

個体や気温が抵い生育地に見られる個体は，登熟年

内に発芽せず翌年の春季に発芽する個体もあると考え

られる。

以上から， 国内に帰化したナガミヒナゲシとして本

実験で扱った種子は，現在は湿潤・暖温条件を経て

発芽すると結論できるが，今後圏内において寒冷地

に帰化した個体は，本実験で扱った種子の発芽温度

とは異なることも考えられる。

Z 圏内に帰化した要因

1) 留内外の生育地の気温，降水量と発芽温度条

件

温暖な気温で，十分な雨量のある温帯に生育する

植物の種子のうち，休日民性をもつものの多く(メヒシパ

(Digitaria ciliaris (Retz.) Koeler)， イヌタデ (Persi-

caria longiseta (De Bruyn) Kitag.)， シロザ(Cheno-

podium album L.)等)は，湿潤・冷温条件によって

発芽率が高まるへこのような植物は，四季のはっきり

した国内では，たとえ九州などの暖温地方でも，冬季

の冷温に燥されることがあるので，北海道から九州、|ま

で広く分布している。また，暖温で発芽率が高まると

いわれているカズノコグサ (Beckmannia s戸igachne

(Steud.) Fernald)， カモジグサ (Agropyrontsukush-

iense (Honda) Ohwi var. transiens (Hach.) Ohwi) ，ス

ズメノカタピラ (Poaannua L.)等の冬雑草6)も， 暖温

を経なくても冬季の冷温だけでも発芽率が高まるとい

うIl。したがってこれらの冬雑草も北海道から九州まで

広く農耕地や緑地等で見られる。

ナガミヒナゲシは，関東地方から瀬戸内海沿岸地

方を中心に次第に園内で分布地域を拡大してきでいる
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もののl¥前述の冬雑草に比べて比較的生育地が限

られている。国内外のナガミヒナゲシの生育地におけ

る気温や降水量を見ると次のような原因が考えられる。

ケシ科植物 10科のうち 9科とケシ属植物約 70種

のうち半数近くの種が生育し，ナガミヒナゲシに近縁な

5亜種も生育する東地中海沿岸地域開3)の年平均気

温は 12~20'C である九また Phipps and Cullen
13Jによ

るとケシ属植物の生育地は年降水量が 1 ，000~

2，000111111の山間部に集中するという。一方，国内

で，ナガミヒナゲシが多く見られる関東地方から瀬戸

内海沿岸地方町の年平均気温は 12~18'C，年降水

量は 1，OOO~ 1 ，800 111111 10) である。すなわち，圏内に

広まった地域と東地中海沿岸地域のケシ属植物が多く

生育する地域との年平均気温および年降水量の億は

!可程度である。

このように，年平均気温と年間降水量は，前述の

長期間 (2~3 ヶ月)の湿潤・媛温条件とともに，ナガ

ミヒナゲシの分布を制限する大きな要因であることが示

唆された。ナカ、ミヒナゲ、シの生育地の多かった関東地

方から瀬戸内海沿岸地方で、は日平均気温 25'C以上

の日が 2~3 ヶ月である(第 8 図)。地温と気温とは異

なるが， ナコヴミヒナゲシは裸地に多く見られることから，

問温度の間に顕著な差はないと思われる。すなわち，

ナガミヒナゲシが多く生育する地域は，年降水量

1 ，000~ 1 ，800111111 で 2~3 ヶ月の暖温 (25'C) 期間に

達することが多いと考えられる。このようにある程度の

雨量と 2~3 ヶ月間の暖温 (25'C) 条件が発芽を促

し個体数を増加させる原因の lつになっているもの

と考えられる。

一方， 2~3 ヶ月間以上暖混 (25'C) となる地域の

うち，雨量が極めて多い紀伊半島南部や四国南部，

九州南部ではナガミヒナゲシの生育が少なかった。こ

れは，ナガミヒナゲシが雨量の多い地域では発芽して

も生育が抑制され，他の植物の旺盛な生育により被伍

されるためと考えられる。

2) 埋土種子から見た帰化の要因

ナガミヒナゲシ種子は，高温(夏季に 60'Cに達す

る状態)や室温(約 20'C)，冷温 (5'C) の乾燥条

件や湿潤・冷溢条件に貯蔵した種子を， 10， 15また

は20'Cに置いた場合，約 3年開発芽が見られな

かった。しかし，乾燥・室温条件に長期間(最長約

3年)置かれた種子を湿i間・暖温条件に量けば発芽

が促進されることや，暗条件では発芽が抑制される光

発芽性のあることが分かった。これらの結果から，近

年ナガミヒナゲシの生育地が急速に拡大した原因とし

て，本種の埋土種子が土壌中に長期間存在していた

ことが考えられる。すなわち， 1990年代以降に輸入

冬作穀物種子に含まれた本種の種子が日本全土に散

布されぺ乾燥して，光が透過しない土壌中に埋もれた

ものが発芽力を維持したまま長期間生存し，これらが

発芽に有効な 2~3 ヶ月間の暖温(約 25'C) と水分

条件(降水)が整った時に一斉に発芽していると思

われる。このような地域として関東地方から瀬戸内海

沿岸地域が特に適したものと考える17)。

3， 今後の対策

ナガミヒナゲシの種子は微小で 1個体から最適な条

件では大量(約 80，000~180，000粒)の種子が散布

されるへ囲内の寒冷な地域でも，今後都市化により

建築物や舗装道路等の蓄熱する人工的な環境要因

が増え暖混条件(約 25'C) を誘引し発芽を促進さ

せれば個体数が増える可能性がある。

自然環境条件では春季に結実・種子散布をするた

め，個体の抜き取り・刈り取りゃ茎葉処理剤の散布に

より結実前に個体を除去または枯殺することが重要で、

ある。また，種子が散布されたとき本種はその年の秋

季および翌春に出芽するので出芽直後の耕起により生

長する個体数を物理的に減少させることができる。さら

に，乾燥地では長期間発芽力を維持することから，

耕起による発芽促進と土壌処理剤散布の組み合わせ

も検討する必要がある。
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tions: (1) moist， warm conditions for 2 to 3 months 

followed by storage at SOCラ (2)moist， warm condi-

tions for 3 months followed by storage under moist， 

cold conditions for half month to a month and then at 

1O-20
0

C， and (3) storage for three months under vary崎

ing temp巴ratureand moisture conditions. These out-

door and indoor gennination experiments confirmed 

that seeds germinated under natural environmental 

conditions in the fall when temperatures decreased rel-

ative to the moist warm conditions of summer and in 

the subsequent spring when the temperatures incr・eased

after the cold winter months. Seed gennination in 

seeds stored at high or room temperatures， under dry 

conditions for approximately three years， or under dark 

conditions， was relatively lower. Consequ巴ntly，seeds 

that become buried in the ground are lik巴lyto remain 

dormant for巴xtendedperiods of tim巴 1naddition， 

the optimal germination tempera臼resfor the long-

headed poppy observed in this study closely match the 

met巴orologicalconditions of the numerous regions， 

both domestically and intemationally， where this spe司

cies is found. 

Keywords: Papaνer dubium L， gennination， natural但

ized plant， soil temperature， buried seed 


